
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・休職や休暇、育児・介護勤務等の活用状況、区所の規模等の特性、社員の健康状態等を踏まえ

業務に必要な要員配置を行うことは労使で認識一致。 

・標準数は目安、業務量を下回らないことが重要で算定基準を変更する意志はない会社と対立。 

 
・可能な範囲で日程や参加者の調整を行う。 

・ただし、マイプロはスケジュール含め社員の発意に基づき行っている活動。社員の成

長と会社の将来のために必要であり、現在員が業務量を下回っても中止はしない。 

 
１．職名に応じた業務を行うことが基本・原則。業務量に応じた必要な要員を確保・配置するの

は会社の責任であり、まずは必要な要員の配置を検討・実施する。 

２．区所間での行路の持ち替え等、業務量調整を検討・実施する。 

３．調整可能な研修や出張について振替（時期、参加者）を検討・実施する。 
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発行 １６．９．３０ 
 
      ＪＲ東労組 業務部 

『運輸職場における運転士から車掌への部内運用中止

を求める緊急申し入れ』交渉 第 4回交渉！！ 

本日、申 2 号について 4 回目となる交渉を行いました。「『横浜支社における要員問

題に関する JR 東労組の考え方』に基づく申 2 号第 2 項補足項目（その１ ）」につい

て、全ての項目を議論し終えました。主な内容は以下の通りです。 

 
・新規の設定に限らず、利用の少ない列車の見直し含め、列車設定は会社の責任で行っていく。 

・乗務員の状況や、メンテナンス等の実態も踏まえて臨時列車の設定を行っていく。 

 
・実績や新年度の予定を踏まえて要員配置を考えているとする会社回答について、現在員として

必要な要員を配置していくことは労使で確認。 

・ただし、波動予備は目安であり、算定基準を変更する意志はない会社とは対立。 

 
・このような逼迫した状況の中、輸送確保に協力してもらっていることに感謝する。 

・今の現実をつくり出したのは会社の責任。 

・今の状況が良いとは思っていない。会社としてやるべき事は本社・支社・現場一丸と

なって取り組んでいく。 


